
年間の栽培計画をたてよう！

　野菜には、日当たりや水分条件などそれぞれ適した栽培環
境があります。また、同じ作物を作り続けると連作障害など
が発生しやすい品目もあるため、年間の栽培計画を上手にた
てる必要があります。今回は、栽培計画をたてる際に参考と
なる野菜の栽培特性についてご紹介します。

家庭菜園に関する相談は、TAC（タック）、支店営農経済担当者までご連絡ください。

今月のテーマ

　品目によって光を好むもの、好まないものがある。弱光線を好むものは、南側に背が高くなる植物を植えたり、被覆材などで日陰

を作る工夫が必要である。逆に、光を好むものは南側に障害物がなく日陰ができないようにする必要がある。土壌水分についても過

湿に強いもの、弱いものがある。畑の特性をふまえて、湿りやすいほ場では耐湿性の強いものを、乾きやすいほ場では耐湿性の弱い

ものを優先的に栽培する。また、湿りやすいほ場しかない場合は、高畝にすることも有効な対策の一つとなる。主な光適応性や耐湿

性は表1・表2のとおり。

光適応性・耐湿性

　同じ野菜だけでなく同じグループ（科）の連作をしていると、その野菜やグループ（科）を侵す土壌病害やセンチュウ類の密度が

増加しやすくなるばかりか、土の中のバランスが崩れて生理障害が発生しやすくなる。中には、生育阻害物質を分泌するものもあ

る。このため、同じグループの連作を避け、必要な休耕年数を確保できる栽培計画をたてることが重要である。面積的な問題からど

うしても連作をしなければならない場合は、接ぎ木や土壌消毒などをすることで連作が可能となる。なお、主な野菜のグループと必

要な休耕年数は表3のとおり。

連作障害

情報提供は、西濃農林事務所農業普及課（TEL 73-1111）
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　ハダニ類や灰色かび病といった病害虫が多発生すると、草勢の衰えや
果実品質の低下を招きます。今年は暖冬傾向との予報がされており、ハ
ダニ類の増加が懸念されます。また、悪天候が数日続けば灰色かび病が
多発する恐れがあります。適切な防除により健全な生育を確保しましょ
う。

○ハダニ類
　ハダニ類は、気温が低くなる厳
寒期には増殖スピードがゆっくり
になりますが、ハウス出入口や暖
房機周辺は、人の出入りや温度上
昇により、スポット的にハダニ類
が増殖しやすくなります。
　ハダニ類の寄生密度が高まる
と、葉はカスリ状となり、葉や果
柄などにクモの巣状の網膜を張っ
て群生します。こうなると、ハダニ
類に薬剤がかかりにくく、防除効
果が十分に得られないので、寄生
密度が低いうちに防除しましょ
う。なお、低密度時には葉のカス

リ症状も現れず、発生に気が付きにくいため、ほ場内をよく観察し、発生
状況に注意しましょう。

○灰色かび病
　イチゴの灰色かび病は、果実、茎葉、葉柄、花弁、ガク、果梗など、地
上部のほとんどを侵しますが、特に果実に発生すると褐変または軟化腐
敗するため、商品価値が無くなり著しく減収します。
　本病の発生適温は15℃～23℃であり、90％以上の多湿条件で発生
が助長されます。本病は腐生性で、葉先枯れや枯死した花弁・果梗に発
生して伝染源となるため、発病部位や枯死部位は見つけ次第除去しま
しょう。
　イチゴでは、悪天候で昼間の温度
が上がらず、湿度が高くなる日が3日
以上続くと多発します。ハウス内の湿
度が高い場合は、手換気等により湿
度を低下させましょう。

　平成30年は天候が安定せず、台風や猛暑などの影響を受けたために
栽培管理が困難な年でした。西濃地域の水稲においては、晩生品種（ハ
ツシモ等）で台風などの被害により品質・収量が平年を下回りました。
  平成31年産水稲の安定した収量・品質の確保を図るため、冬期の準備
作業を確実に行いましょう。

①稲わらのすき込み　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　収穫後に残っている稲わらは、地力を維持し、高めていくための貴重
な有機物です。焼却などで処分せずにできる限りすき込みます。また、
稲わらを搬出する場合は堆きゅう肥を投入しましょう。

②けい酸資材の投入　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　稲は「けい酸植物」とも言われ、多量のけい酸分を必要とします。けい
酸は収穫後に還元される稲わらや灌漑水によって補給されますが、必要
量の3分の1程度が不足します。冬期の耕耘前にけい酸資材を散布し、
稲わら等と同時にすき込むことで収量・品質の向上を図りましょう。倒伏
が心配される田では特に積極的に使用してください。

【けい酸資材投入の効果】
　・受光態勢の改善、根の活力増加による光合成促進
　・耐倒伏性、病害虫抵抗性の向上
【けい酸資材投入の例】
　ニュー味力アップ：80㌔(4袋)／10㌃

○寒起こし（田起こし）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　農閑期に行う耕耘は土壌中での有機物の分解を促すため、地力の向
上につながります。また多年生雑草（クログワイ、オモダカ）の塊茎を枯
死させたり、越冬中のスクミリンゴガイ（ジャンボタニシ）の貝を破壊した
りするため、雑草防除や害虫対策にも有効です。
　耕起の深さは15㌢以上を目標に速度はゆっくり行ってください。

表１　野菜の光適応性 表３　主な野菜のグループと必要な休耕年数

表２　野菜の耐湿性

光適応性 分類

果菜類

根菜類

ナス科

ウリ科

マメ科

バラ科

イネ科

アブラナ科

ナス科

セリ科

ヒルガオ科

サトイモ科

キク科

アブラナ科

ヒユ科

ヒガンバナ科

セリ科

キク科

ナス（3）・トマト（3）・ピーマン（3）

キュウリ（3）・スイカ（3）・ニガウリ（2）・カボチャ（0）

エンドウ（5）・インゲン（3）・ソラマメ（3）・エダマメ（3）

イチゴ（2）

スイートコーン（0）

カブ（1）・ダイコン（1）

ジャガイモ（3）

ニンジン（2）

サツマイモ（0）

サトイモ（3）

ゴボウ（5）

ハクサイ（3）・キャベツ（1）・ブロッコリー（1）・コマツナ（0）

ホウレンソウ（2）

ネギ（2）・タマネギ（1）

セロリ（1）

レタス（1）・シュンギク（1）

葉菜類

主な野菜（休耕年数）野菜の種類

強光が必要なもの

比較的強光が必要なもの

比較的弱光に耐えるもの

弱光線を好むもの

暗所

スイカ、トマト、ナス、ピーマン、サツマイモ、
エンサイ、ササゲ、オクラ
キュウリ、カボチャ、メロン、ショウガ、サトイモ、
ヤマイモ、カブ、ダイコン、ニンジン、ゴボウ
イチゴ、ネギ類、ソラマメ、エンドウ、ハクサイ、
キャベツ、サンショウ、ユリ

マッシュルーム、軟白野菜（ウド、ミツバ、ミョウガ、
モヤシ、ズイキイモ、アスパラガス）

セリ、ミツバ、ワラビ、フキ、レタス、ミョウガ、キノコ類

エンドウ、タマネギ、ニンジン、シュンギク、ナス、キュウリ

耐湿性 野菜の種類

強い

中間

弱い

サツマイモ、サトイモ、ササゲ、フジマメ、
ミツバ、フダンソウ、ゴボウ、イチゴ

ホウレンソウ、ソラマメ、ダイコン、ハクサイ、インゲン、
トマト、スイカ、カボチャ

土づくり

【堆きゅう肥投入の例】 牛糞：1～2㌧／10㌃
豚糞：0.5～1.0㌧／10㌃

多発したハダニ類が
クモの巣状の網膜を張った株

枯死した果梗部に発生した灰色かび病
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